
別紙１　予算要求資料・事業評価調書

予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：総務管理費　　目：財産管理費
	事業名: 新 未来会館改修事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　総務部　管財課　財産係　電話番号：058-272-1111（内2212）

　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11116@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：12,323千円（前年度予算額：0円）

	要求内容


	１　要求の内容


・  未来会館については、休止決定から２度にわたり民間活用に向けた公募を行ったが、採択に

は至らなかったため、外部有識者や県民の方々から意見をいただきながら、県としての再活用

について検討を行った。

その結果、老朽化した運転教育センターを建て替える代わりに、一部の機能を未来会館に移

転することで、コスト削減を図るとともに、長良川ホールを文化・教育施設として有効活用す

るという方針により、あらためて供用開始することとなった。
・　未来会館は、建築後１８年が経過し設備が老朽化していることや、平成２３年度から休止し

設備のメンテナンス等を行っていないことから、供用開始にあたって、設備の機能点検調査を

行い、適正な設備の導入や改修をするための計画を策定する。



	２　所要経費


○機能確認点検調査・基本計画  12,323千円
電気、機械、エレベーター設備などの機能点検調査を行い、供用開始に向けて、

今後の活用方針や維持管理コスト、中長期的な修繕の必要性などを踏まえた施設

整備の基本計画を策定する。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	12,323
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	12,323

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　　老朽化した県有施設を建て替える代わりに未来会館を活用することで、コスト削減を図るとともに、長良川ホールを文化・教育施設として有効活用します。

　あらためて供用開始するために設備等の機能点検調査・基本計画を策定していきます。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　休止している未来会館を供用開始するための調査・計画策定が事業の目的であり、数値的な指標を設けることは困難。


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容

　



（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	　平成23年度から休止している未来会館について、老朽化した運転教育センターを建て替える代わりに活用するとともに、長良川ホールを中心とした文化・教育施設として活用していく。

あらためて供用開始するには、建築後18年経過し老朽化した設備の更新や、活用方法の変更による改修が必要であり、施設を適正に活用していくために、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	　

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	　


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　活用方針や維持管理費、将来の修繕費等を十分考慮し、施設の適正な活用に有効な設備の導入や効果的な改修を実施していくことが必要。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　　基本計画を踏まえ、早期の供用開始に向け、実施設計・改修工事等を実施する。



【未来会館の活用方針】


○運転教育センター（岐阜市三田洞）の運転免許更新等の機能を移転


 （移転する主な機能）　運転免許証の更新、再交付


 　　　　　　　　　 　　更新時、処分者、高齢者、違反者等の講習


○長良川ホールを中心とした文化・教育施設


　　 ・長良川ホールを県民の文化・教育施設とし、子どもたちや若者、障がい者


に発表の機会を提供するなど、休止前より一層有効に活用される場とする。









